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[10]	AC アダプタ接続ジャック
AC アダプタ（オプション）を接続します。

[11]	RJ センサ入力コネクタ
外部 RJ センサ（オプション）を使用する場合にセンサを接続します。

[12]	ディップスイッチ
「7. その他の機能」を参照してください。

[13]	電池ホルダー
単 3 乾電池 4 本を入れます。（「3. 電池の交換」を参照）

[14]	測定発生用リードケーブル
本機器と相手機器を接続します。

3. 電池の交換
表示部の  マークの点滅は電池の消耗を示しています。 
このときは、次の手順に従ってすみやかに新しい電池に交換してください。
<1> 電源が OFF になっていることを確認します。（リードケーブルを抜いてください。）
<2> 本機器裏面の底カバーをずらして、外します。
<3> 4 本の電池は全て新しいもに交換してください。 

電池の配置はホルダに記載された極性のとおりに正しく行ってください。
<4> 電池交換後は、底カバーを元に戻して確実に閉めてください。

■ AC 電源の接続（オプション）

・ 感電や火災防止のため、AC アダプタ（電源コード）は当社から供給されたものを使用してください。 
また、本機器に付属されている AC アダプタを他の機器に使用しないでください。

・ 供給電源電圧が定格電圧に合っていることを確認してから電源コードを接続してください。

・ 本機器の電源が OFF になっていることを確認してから電源コードを接続してください。

接続方法
<1> 本機器の電源スイッチが OFF であることを確認します。
<2> オプションの AC アダプタを、本機器の AC アダプタジャックに接続します。 

（AC アダプタをコンセントに接続していないと電源は ON になりません。）

4. 電源の ON/OFF

電源を ON にするとセルフテストが実行され、本機器が正常に動作することを確認してください。

■ 電源のON/OFF 操作
電源が「OFF」のときに POWER キーを 1 度（1 秒以上）押すと「ON」になります。 
もう 1 度キーを押すと「OFF」になります。 
電源を「ON」にすると、  と表示されている間にセルフテストが実行され、 
レンジ切換スイッチと測定 / 発生切換スイッチで選択されている機能が働きはじめます。

・ 電池駆動にする場合は、AC アダプタを本機器より取り外してください。

■ オートパワーオフ
工場出荷時の設定では、本機器の操作が約 9 分 30 秒ない場合に表示全ての点滅が始まり、 
さらにその後 30 秒操作が無い場合に自動的に電源が OFF になります。
オートパワーオフを解除する場合は「7. その他の機能」を参照ください。
表示の点滅が始まった後に、「ON」を継続する場合には、POWER キーを押すことで、 
点滅が点灯に変わり元の状態を継続できます。 

（他のいずれかのキーを操作しても継続できます。）

5. 発生

5.1 出力端子の接続

発生時に出力端子に電圧を加えないでください。 
誤って印加すると内部回路が破損する恐れがあります

本機器はリードケーブルの電圧降下分を含めずに校正されています。 
負荷電流をとる場合は、リードケーブルの抵抗（往復約 0.1Ω）が誤差になります。

<1> 付属リードケーブルのプラグを本機器の出力端子に差し込みます。
<2> 先端クリップ部を、相手機器の入力端子に接続します。

図 (b-1)：	 3W 結線での校正を測温抵抗体温度計または抵抗測定器に対して行う場合には、 
	 付属の端子アダプタを用いて Lo 側から 3W 結線に分岐させることができます。
図 (b-2)：	 Lo-3WLo 間をショート（接続）して結線することもできます。
図 (a)：	 その他の結線
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5.2 直流電圧の発生
出力端子より、指定した値に相当する電圧を発生します。

■通常の手順
<1> 測定 / 発生切換スイッチを「SOURCE」（発生）に切り換えます。 

表示器に「SOURCE」、「ON」が点灯します。
<2> レンジ切換スイッチで発生レンジを選択します。 

表示器にレンジごとの初期値と単位が表示されます。
<3> 各桁ごとに  キーを押し、出力値を設定します。

1. 安全にご使用いただくために

下記の取扱説明書があります。ご使用前に必ずよくお読みいただき正しくお使いください。 
	 IM CA12E-03JA（スタートガイド：安全について） 
	 IM CA12E-01（取扱説明書 - 1 - : 発生方法、測定方法、その他の機能など）：本書 
	 IM CA12E-02（取扱説明書 - 2 - : 調整方法、仕様など）

2. 各部の名称と機能

ON

1 2 3 4

[1] 表示器

[9] 端子アダプタ

[2] 出力設定キー

[8] 3W入力端子

[3] POWERキー
[4] SHIFTキー

[5] レンジ切換
 スイッチ

[12] ディップ
 スイッチ
[13] 電池ホルダ

[10] ACアダプタ
 接続ジャック

[11] RJセンサ
 入力コネクタ

[7] 電圧，抵抗
入出力端子

側面前面 裏面（底カバーなし）

[6] MEASURE（測定)/
 SOURCE（発生）
 切換スイッチ

[14] リードケーブル
赤

黒

黒

[1] 表示器	 	 	 	
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(a) MEASURE

測定 / 発生切換スイッチ [6] で 
「MEASURE」（測定）選択時に点灯します。
(b) SOURCE

測定 / 発生切換スイッチ [6] で 
「SOURCE」（発生）選択時に点灯します。
(c) CAL

調整モードで点灯します。
(d) 0/FS

調整モードでオフセットや、 
フルスケールの調整時に点灯または点滅します。

(e)  
電池の消耗を知らせるマークです。
点灯で電池交換をする時期が近づいたことを示し、点滅で電池交換が必要なことを示します。

（「3. 電池の交換」を参照）
(f) メイン 7セグメント

測定値または発生値を表示します。
(g) サブ 7セグメント

<PT100 レンジ＞ディップスイッチ 3 で「IPTS68」選択時に "  " が表示されます。 
＜熱電対レンジ＞ U, L, B, S レンジを選択（SHIFT キーを使用）した場合、熱電対のタイプを 
表示します。（表示例：  ） 
＜調整モード＞測定値または発生値の下位 2 桁を表示します。
(h) 単位

選択したレンジの単位が表示されます。
(i) ON
「発生」を選択した場合に点灯します。
(j) RJ-ON
「発生」で、RJ 補正演算をしている場合に点灯します。
(k) JPT100

RTD レンジ （PT100 レンジ）で、JPT100 規格を選択時に点灯します。 
「5.3 抵抗・測温抵抗体の発生」、「6.3 抵抗・測温抵抗体の測定」、「7. その他の機能」を 

参照してください。
[2]	 出力値設定キー

「発生」の出力値を設定します。各桁ごとに  キーが対応し、１カウントずつ数値を増減します。 
9 または 0 で増減した場合、桁上がりまたは桁下がりします。

[3]	 POWER キー
電源を ON/OFF します。（「4. 電源の ON/OFF」を参照）

[4]	 SHIFT キー
レンジ切換スイッチで選択している熱電対、測温抵抗体のタイプを切り換えます。 

（例：熱電対タイプ　S ← → R）
[5]	 レンジ切換スイッチ

「発生」または「測定」のレンジを選択します。
[6] 測定 / 発生切換スイッチ

「SOURCE」（発生）または「MEASURE」（測定）の切り換えをします。
[7]	 入出力端子

各レンジの「発生」および「測定」に使用します。
[8]	 3W入力端子

抵抗または測温抵抗体レンジの 3W（3 線式）結線の「測定」に使用します。
[9]	 端子アダプタ

熱電対測定時またはリード線を直接本機器の端子に接続するときに端子に取付けて使用します。
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6.1 接続方法
<1> 熱電対またはリード線を接続する場合には、付属の端子アダプタに直接接続して 

取り付けてください。
<2> 電圧、2W（2 線式結線）の抵抗または測温抵抗体 (RTD) の測定では、付属のリード 

ケーブルを本機器の端子に接続します。（下図 (a) を参照） 
（または、そのリード線を端子アダプタに接続します。）

	 3W（3 線式結線）の抵抗または測温抵抗体 (RTD) の測定では、リード線本機器の端子 
または端子アダプタに接続します。（下図 (b) を参照）

・ 付属のショートバーは、必ず付属の端子アダプタより取り外してください。
・ 2W の抵抗または測温抵抗体の測定では、3W-Lo 端子にリード線を接続したままに 

しないでください。
<3> 先端クリップ部を測定対象に接続します。
	 抵抗または測温抵抗体のいずれの場合でも正確に測定するにはリード線の先端が 

	測定対象以外の箇所に触れないようにしてください。

(a) 電圧、熱電対、2Wの抵抗、
 2Wの測温抵抗体（RTD）
 の入力端子の接続

(b) 3Wの抵抗、3Wの測温抵抗体（RTD）の
 入力端子の接続
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6.2 直流電圧の測定
<1> 測定 / 発生切換スイッチを [MEASURE]（測定）に切り換えます。 

表示器に「MEASURE」が点灯します。
<2> レンジ切換スイッチで測定するレンジ (100 mV) を選択します。測定値が表示されます。

・測定データが測定範囲外または測定不能の場合、 表示器は「- - - -」を表示します。
6.3 抵抗・測温抵抗体の測定

<1> 測定 / 発生切換スイッチを [MEASURE]（測定）に切り換えます。 
表示器に「MEASURE」が点灯します。

<2> レンジ切換スイッチで測定するレンジを選択します。測定値が表示されます。

・測定データが測定範囲外または測定不能の場合、 表示器は「- - - -」を表示します。

＜測温抵抗体の測定＞
PT100：レンジ切換スイッチで PT100 (JPT100) を選択します。 
SHIFT キーを押すと JPT100 レンジになります。（JPT100 が表示されます。） 
再度 SHIFT キーを押すと PT100 レンジになります。
ITS90 と IPTS68 の設定は「7.2 測温抵抗体の規格選択」を参照してください。

6.4 熱電対の測定
<1> 測定 / 発生切換スイッチを [MEASURE]（測定）に切り換えます。 

表示器に「MEASURE」が点灯します。
<2> レンジ切換スイッチで測定する熱電対のタイプを選択します。 

熱電対のタイプ：J (U), T (L), N (B), R (S) 
SHIFT キーにより U, L, B, S のタイプと切り換わります。

・表示器には、測定結果から対応する温度に内部 RJ センサの測定した温度を補正した 
結果を表示します。

・入力端子がオープンの場合に、表示器は "  " バーンアウトを表示します。
・測定データが測定範囲外または測定不能の場合、 表示器は「- - - -」を表示します。 

（本機器の使用環境が急激に変化した場合は、RJ 補正が安定してから使用してください。）

7. その他の機能

7.1 ディップスイッチ
本機器裏面の底カバーを外すと、電池ホルダ上部にディップスイッチがあります。 
ON/OFF の設定により以下の機能を選択することができます。

ディップスイッチ
1：内部RJセンサの基準接点補償
2：（OFFであることを確認してください。）
3：測温抵抗体の規格設定（OFF: ITS90/ON: IPT68）
4：オートパワーオフ解除1 4

ON

2 3

7.2 内部 RJ センサの基準接点補償
熱電対発生の場合、ディップスイッチ 1 を「ON」にすることにより、本機器内の 
RJ センサで温度補償した熱起電力を出力することができます。

7.3 測温抵抗体の規格選択
PT100（JPT100）のレンジ選択時にディップスイッチ 3 により、温度目盛規格を設定 
することができます。

	 OFF:	 ITS90 
	 ON:	 IPTS68　（サブ 7 セグメントに  が表示されます。）

JPT100 は IPTS68 規格のためディップスイッチ 3 の設定は無効です。 
（測温抵抗体の発生、測定の際は SHIFT キーにより PT100 と JPT100 の切換ができます。）

7.4 オートパワーオフの解除
工場出荷時に本機器は（約 10 分操作がなかった場合）自動的に電源 OFF になるように 
設定されています。  
ディップスイッチ 4 を ON にすることで、オートパワーオフの解除ができます。

電池駆動の場合は電池の消耗を防ぐため、通常は「OFF」にしておくことをおすすめします。

5.3 抵抗・測温抵抗体の発生
出力端子より、指定した値に相当する抵抗値または指定した測温抵抗体 (RTD) の 
温度に対応する抵抗値を発生します。

＜ PT100 と JPT100 の切換＞
PT100：レンジ切換スイッチで PT100 (JPT100) を選択します。 
SHIFT キーを押すと JPT100 レンジになります。（JPT100 が表示されます。） 
再度 SHIFT キーを押すと PT100 レンジになります。
ITS90 と IPTS68 の設定は「7.2 測温抵抗体の規格選択」を参照してください。

・ 本機器の抵抗発生の方法は、被校正機器（抵抗計や測温抵抗体温度計など）の供給する抵抗値 
測定用電流 I を受けて、設定した抵抗値 R に比例した電圧 V=R×I を出力端子間に出力することに 
より R=V/I の「疑似抵抗値」が発生します。したがって、本機器ではそのような測定方法をとる 
機器に対してだけ、正しく発生が行われます。

・ 被校正機器の抵抗測定機器から受ける抵抗測定用電流 I の本機器の標準仕様範囲は、0.5 mA ～ 
2 mA です。2 mA 以上では正しい抵抗値の発生ができなくなり、0.5 mA 以下では誤差が増加します。 
詳細は「9. 仕様」を参照してください。

・ 発生抵抗値はリードケーブル抵抗値を含めずに調整されます。ケーブルの先端では約 0.1 Ω が 
加算されます。

・ 被校正機器の抵抗測定機器端子間キャパシタンスが 0.1μF 以上になると、正しい抵抗値の 
発生ができない場合があります。

5.4 熱電対の発生
出力端子より、指定した熱電対 (TC) の温度に対応する熱起電力を発生します。

＜熱電対の選択・切換＞
レンジ切換スイッチで熱電のタイプを選択します。
熱電対のタイプ：J (U), T (L), N (B), R (S) 
SHIFT キーにより U, L, B, S のタイプと切り換わります。 
U, L, B, S 選択時は、サブ 7 セグメントに表示されます。（表示例：  ）

＜外部 RJ センサ・基準接点補償＞

感電防止のため、本機器専用の RJ センサ (B9108WA) 以外を使用しないでください。

熱電対発生（タイプ B を除く）で、基準接点補償を内蔵した温度計を外部の 0℃基準 
接点補償を用いずに直接本機器で校正する場合は RJ センサ（別売）を使用します。 

（他に本機器に内蔵されている RJ センサを用いて校正することもできます。） 
「7. その他の機能」を参照してください。

<1> RJ センサを本機器の RJ センサ入力コネクタに接続します。 
コネクタ下部のロック用のつめがバチンと（確実に）引っかかるまで差し込みます。 
コネクタを外す場合は、ロック用のつめを軽く下に押しながらロックを外して抜きます。

<2> センサを接続すると、「RJ-ON」が表示され、RJ センサで検出した温度を基準とした 
熱起電力が出力されます。

・ RJ センサを接続した場合の熱起電力は、RJ センサがない場合の熱起電力から RJ センサが 
検出した熱起電力を引いた値になります。

・ RJ センサで検出した温度による出力電圧の補償は、約 4 秒に 1 回のサンプリングで 
行われます。したがってコネクタを接続してから補償を開始するまで最大 4 秒の遅れが 
あります。

・ 正確に測定するためには、RJ センサを接続してから温度安定するまでの時間を確保して 
ください。

基準接点補償の必要がない場合は、必ず RJ センサを本機器のコネクタから抜いてください。

6. 測定

・ 測定対象を接続する場合は、測定対象の電源を切ってください。測定対象の電源を切らないで 
測定用リードケーブルを接続したり切り離すことは大変危険です。

・ 入力端子に電流回路を接続しないよう十分注意してください。誤接続は被測定回路 ･ 機器や 
本機器の損傷だけでなく、人体に損害を与える危険があります。

・ 必ず付属のリードケーブルをご使用ください。

・ すべての入出力端子とアースに対する最大許容印加電圧は、42 Vpeak です。 
これを超えると本機器を損傷するだけでなく、人体に障害を与える危険がありますので、 
絶対に印加しないでください。

・ 入力端子には、測定範囲を超える過大な電圧を加えないでください。 
本機器を損傷する恐れがあります。


